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やっぱり夏はこれだね！やっぱり夏はこれだね！
なにが

流れてくるか
ワクワクするそうめん流し



推
奨
し
て
い
る
と
補
足
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、住
民
は
地
域
の

伝
統
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

住
み
よ
い
地
域
に
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

活
動
が
必
要
か
を
見
直
す
こ
と
で
、改
め
て
地

域
の
重
要
性
に
気
づ
き
、何
ら
か
の
発
見
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
見
直
し
は
す
ぐ
に
結
果
が
想
定
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、「
5
年
先
の
計
画
」と
見

据
え
て
、長
期
的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
今
で
き
て
い
る
こ
と
が
、5
年
後
ま
た
は
10

年
後
に
同
じ
よ
う
に
で
き
る
か
を
想
像
し
た

と
き
、あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？
地
域
で

支
え
合
う
基
盤
づ
く
り
は
、決
し
て
他
人
事
で

は
な
く
、将
来
の
自
分
自
身
を
助
け
る
活
動
に

結
び
つ
い
て
く
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。桂

川
町
社
協
で
は
基
盤
づ
く
り
の
ひ
と
つ
に
、登

録
会
員
ど
う
し
で
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
を
助

け
合
う
「
た
す
け
あ
い
桂
川
」の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
活
動
と
見
守

り
活
動
・
交
流
の

場
と
な
る
「
居
場

所
」
づ
く
り
が
桂

川
町
に
も
っ
と
広

が
っ
て
い
く
こ
と

目
指
し
て
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

委
嘱
状
交
付
式

＆
地
域
福
祉
講
演
会

令
和
元
年
度

　
６
月
22

日
（
土
）

に
、
福
祉

部
委
嘱
状

交
付
式
を

開
催
し
ま

し
た
。
土

師
三
区
の

吉
住
靖
子

福
祉
部
長

に
、
35
行

政
区
を
代

表
し
て
福
祉
部
長
及
び
福
祉
員
の
委
嘱
状

を
受
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。社
協
と
と

も
に
、福
祉
部
活
動
推
進
に
お
い
て
、ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
交
付
式
終
了
後
は
、北
川
保
健
師
（
健
康

福
祉
課
健
康
推
進
係
）
か
ら
、特
定
健
診
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
特
定
健
診

は
、高
血
圧
、糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

予
防
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、治
療

中
の
方
も
健
診
の
対
象
と
な
り
ま
す
。健
康

で
い
る
こ
と
は
自
分
自
身
や
家
族
の
た
め
で

も
あ
り
、医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。生
活
習
慣
や
食
生
活
の
見
直
し
を
考
え

中
の
方
は
、随
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る

の
で
、希
望
す
る
方
は
事
前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

土
師
三
区 

福
祉
部
活
動
報
告

　
土
師
三
区
は
桂

川
町
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、3
9
5

名
（
平
成
31
年
4

月
1
日
現
在
）
の

方
々
が
生
活
し
て

い
ま
す
。高
齢
化
率

は
35
・
95
%
（
平
成

31
年
4
月
1
日
現

在 

桂
川
町
調
べ
）、

35
行
政
区
中
20
位

と
い
う
地
域
で
す
。

　
土
師
三
区
福
祉

部
は
、奇
数
月
の
15

日
に
定
例
会
を
行
い
、

行
事
の
打
ち
合
わ

せ
や
反
省
・
課
題
点

な
ど
に
つ
い
て
、話

し
合
い
を
し
て
い
ま

す
。む
つ
み
会
や
子

ど
も
会
と
の
合
同
で

実
施
す
る
七
夕
や

も
ち
つ
き
大
会
の
世

代
間
交
流
を
目
的

と
し
た
行
事
で
は
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
を
は
じ
め
、地
域
の
参
加

者
も
多
く
、大
変
に
ぎ
や
か
で
す
。日
帰
り
研

修
旅
行
で
は
、美
容
と
健
康
を
重
視
し
た
食
事

と
、色
と
り
ど
り
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
に
囲
ま

れ
、楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。町
主
催
の
介
護
予
防
教
室
を
組
み
合
わ
せ
、

地
域
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。時
折
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
発
表
い
た
だ
い
た
土
師
三

区
福
祉
部
の
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
現
在
の
日
本
社
会
は
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。講
師
の
推
測
で
は
、

2
0
4
0
年
の
桂
川
町
の
人
口
は
20
〜
30
%

減
少
し
、高
齢
者
だ
け
に
限
ら
ず
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
が
増
え
、桂
川
町
全
体
の
40
%
を
占
め

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
冒
頭
に
話
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、日

本
人
は
他
国
と
比
較
し
て
、家
族
や
親
族
に
頼

る
傾
向
が
強
く
あ
り
ま
す
。近
隣
と
の「
つ
な

が
り
」が
薄
い
社
会
的
孤
立
は
、社
会
福
祉
に

大
き
な
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
要
因
と
も
な
り

ま
す
。そ
の
た
め「
つ
な
が
り
」の
再
構
築
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、国
は「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」に
お
け
る
住
民
主
体
の
取
り
組
み
を

講
演  

今
、地
域
住
民
に

期
待
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る

役
割
は
何
か

〜
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る

　
　
　
　
　
　
　
仕
組
み
づ
く
り
〜

講
師 

福
岡
県
立
大
学 

教
授 

村
山 

浩
一
郎 

氏

▲委嘱状を代表受理する土師三区福祉部長吉住氏

▲今年の七夕も多くの子どもが参加しました

▲舞台で自己紹介をする土師三区福祉部の皆さん

▲１１７名の方が熱心に講演を聞きました
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健康マージャン体験記

「みんなの願い」が届きますように…
　7月7日（日）、二反田区福祉部で七夕行事を行いました。
開始時間が近づくと、新築の香りが漂う集会所にぼちぼち
と皆さんが集まってきます。
　福祉員は参加者がより楽しく活動できるようにと、朝早く
から入念に準備を進めました。準備された短冊にそれぞれ
が願い事を書き、年配の方々は昔むかしに折った折り紙を
思い出しながら、手先を器用に使い、たくさんの飾りを作り
ました。出来上がった飾りは、男性陣が笹に取り付けます。み
んなの願いが天まで届くことを願いながら、集会所の玄関
先に取り付けました。
　最後に、福祉員お手製の「おむすび」と自宅から持ち寄っ
たお惣菜で会食会を行いました。いろいろなお話をしなが
ら、さらに交流を深め、総勢20名で楽しく過ごすことができ
ました。
　今後、建設される町営団地に来られる方々も気軽に参加
できる福祉部を目指して、顔を合わせることの大切さをよ
り多くの人に伝えていきたいです。

二反田区福祉部長　湯浅 民子

出前講座「きこえと補聴器Q&A」
　7月30日（火）、九州リオン株式会社の言語聴覚士さんか
ら①音が聞こえるしくみ、②難聴と認知症の関係性、③失敗
しない補聴器選びについてお話を聞きました。
　聴力は30歳頃から徐々に低下し、60代から老化がさらに
進みます。加齢に伴う聴覚の低下は本人も気づかないまま、
対応が遅れることも少なくありません。そのような状態に
なってくると、コミュニケーションがとりづらくなり、疎外感
や孤独につながることも考えられます。また、車の音にも気
づきにくくなり、大きな事故になる恐れもあります。難聴は
目に見えにくいものであるので、周囲の方が気づいてあげ
ることも大切です。聞こえに不安を感じたら、耳鼻咽喉科に
相談し、原因によっては治療で治るケースもあるので、早い
時期に医師の診断をお勧めしますとのことでした。
　補聴器を選ぶ時は、さらに聴力が低下しても対応できる
ものにすること、必ず試聴をおこない、操作や装着感を確認
することを勧められました。また、使用開始から5年間が寿
命のひとつの目安となりますが、販売店での定期的な点検
を受けることも長持ちすることになると教えてくれました。

吉隈一区福祉部長　松尾 由紀子

　7月2日（火）、定例懇談会において健康マージャンを体験
しました。昔、主人が楽しんでいたので知ってはいましたが、
実際私がマージャンをするのは初めてで、胸躍る思いで当
日を迎えました。
　三人一組で4チームにわかれ、社協職員の指導でゲームが
開始されました。まず、サイコロを振って親役を決め、親は4
枚の牌を各チームに配ります。新たに1牌をもらい、役づくり
のために指導者のアドバイスを参考にしながらチームで話
し合い、不要な牌を1つ手元から外します。これを繰り返し、
役づくりの完成を目指します。
　自分の役づくりに気を取られ、他のチームから配牌を催
促されることもしばしば…役づくりの手法を覚えて、いろい
ろな上がり方をマスターしたいです。
　ゲームの進行に伴いマージャンの楽しさも少しずつわか
るようになり、今後も機会があればもっと楽しみたいという
気持ちになりました。

豆田区老人クラブ　藤本 チドリ

済生会飯塚嘉穂病院の「健康教室」受講成果
　6月19日（水）、土師コミュニティセンターで土師二区と
土師三区を対象とした済生会飯塚嘉穂病院の「健康教室」
が開催されました。
　各種の測定機器等を携えた病院長をはじめとする医師・
看護師等11名の来訪を得て、31名（男8名、女23名）の参
加者が身長・体重・血圧・血糖値・骨密度の測定を行いまし
た。
　次に病院長自らによる健康相談及び管理栄養士による
栄養相談を受け、まとめとして病院長から「糖尿病につい
て」の講話がありました。
　死因に関する過去と現在の比較、糖尿病の県内地域別
発生順位と予防・運動の必要性等々を話術巧みに話してい
ただき、「あらゆる物事に興味を持ち、さらにこの種の教室
等に参加することが健康寿命を伸ばすことです。」と締め
くくられ、参加した各人がご多忙な中、来訪の医師団の皆
様に感謝しつつ、自己健康度の認識と健康維持意識の振作
が図られた有意義なひと時を得ることができました。

土師二区福祉部長　山下 國治
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決 算 報 告平成30年度

　平成３０年度の決算について、５月２３日・２４日に監査を受け、６月４日の理事会、２４日の
評議員会で承認されました。事業の収支を報告いたします。

　桂川町社会福祉協議会は、町内の各種団体と組織から推薦された10
名の理事・2名の監事、23名の評議員で運営しています。社会福祉法の
改正により理事・監事と評議員の任期が異なることになり、今回は理事・

監事のみの改選となりました。評議員の一部変更もありますので、ご紹介します。また、旧役員の皆さま、任期期間中
のご協力ありがとうございました。

●事業活動・その他の活動による収支 ●財産目録

●収入財源の内訳

（平成31年3月31日現在）

寄附金 県・町助成金 県・町受託金県補助金 共同募金 雑収入 その他

（%）

（円） （円）

経 理 区 分 収　入 支　出

会費

0.93 35.23 0.30.03 3.00

事業収入

氏　名 選出母体

学識経験者

民生児童委員協議会

 区長会

笹尾一

平山二

寿命

行政区 氏　名 選出母体 行政区

0.8 0.03

学童

56.18 1.521.98

17,055,113

13,976,034

284,374

329,000

2,859,619

190,000

140,000

44,656,648

79,490,788

法人運営事業

地域福祉活動事業

生活福祉資金貸付事業

献血推進事業

共同募金配分金事業

部会事業

子育て支援事業

学童保育所事業

合計

当期資金収支差額合計

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

17,972,458

13,976,034

284,374

329,000

2,859,619

190,000

140,000

44,656,648

80,408,133

▲ 917,345

1,960,493

1,043,148

資産の部 資産の内訳 金 額
現金
普通預金
当座預金
事業未収金
未収金
立替金
前払金
仮払金
基本財産
その他の固定資産
福祉事業積立預金

20,906
4,792,847
2,211,512
167,950

319
494,000
-11,664
28,000

1,000,000
49,262,398
3,197,646
61,163,914

5,306,772
1,156,350
197,600

26,483,950
33,144,672
28,019,242
61,163,914

事業未払金
預り金
前受金
引当金（退職金）

流
動
資
産

流
動
資
産

固定
資産

固定負債

負債の部 負債の内訳 金 額
資　産　合　計

負　債　合　計
純 資 産 合 計

負債及び純資産の部合計

新 役 員 紹 介

会　長

副　会　長
田中　光朗

原口　孝子

神﨑　敏幸

財務管理識見者 吉隈二原中　政道

老人クラブ連合会

障害者福祉施設 ひなの家

人権擁護委員会

食生活改善推進会

議会

ボランティア連絡協議会

学識経験 行政

九郎丸

土師二

笹尾一

土師二

笹尾一

土居三

土居一

社会福祉事業識見者 瀬戸栗原　和子

ボランティア連絡協議会 九郎丸中野美智子 ボランティア連絡協議会 土師三今田貴美子

旧 新

理事（10名）

監事（2名）

評議員（変更）

大村　和夫

原　　裕子

齊藤　　裕

木原みゆき

𠮷川 代子

右田よう子

江藤　栄次

42019.8.20 桂川町社協だより



　福岡県警察は、犯罪のない「安全で安心できるまちづくり」の実
現を目指す活動を行っています。その一環として、青色防犯パト
ロールがあります。桂川町社協では、平成30年度からこの活動へ
の協力を開始し、社協車に青色回転灯を装備して桂川町内を巡回
しています。主な活動時は、民生児童委員協議会が実施している給
食サービス事業のお弁当を利用者の自宅に届ける時です。その時
間帯は、小学生の下校時間なので、犯罪未然防止への効果が期待
されます。
　桂川町内での犯罪を未然防止するためにも、見知らぬ人への積
極的なあいさつなど、声かけにご協力をお願いします。

～いたわりの この手が 福祉の町づくり～

　桂川町社会福祉協議会は、社会福祉法に基づいて設立され
た公共性の高い民間の団体です。
　当社協は、区長会・民生児童委員協議会・福祉部・当事者団
体・ボランティア団体・町内の福祉施設などと協力・連携をはか
り地域福祉の推進に取り組んでいます。

　賛助会費制となり39年目となります。平成30年度は、皆様のご
理解・ご協力により、1,573,800円集まりました。この賛助
会費は、地域福祉事業の活動に役立てられています。
　令和元年度も、『誰もが安心して暮らせる地域づくり』
を推進するために、福祉のまちづくりに役立てていきますので、
ご協力お願いいたします。

共同募金配分金事業

賛助会費のお願い
　桂川町社会福祉協議会の活動に賛同していただける住民の方
に、地域福祉事業の活動にご支援いただくものです。当社協が進
める事業の財源は、皆様からの賛助会費・共同募金・寄付金と町
からの補助金・受託金などです。賛助会費は、地域福祉活動を進
めていく上で、重要な財源です。ご協力よろしくお願いします。

社協とは? 賛助会費とは?

1,573,800円

平成
30年

度賛助会費実績額62,025円（3.9%）
◎ひとりぐらし高齢者等
　給食サービス事業 など

255,000円（16.2%）
◎衛生組合連合会
◎老人クラブ連合会
◎手をつなぐ育成会
◎障害者関係連絡会

隣組長さんへのお願い

地域福祉活動事業

906,263円
（57.6%）
◎福祉部活動事業の推進
◎地域福祉講演会
◎レクリエーション・ボランティア
　「クリップの会」派遣
◎サロン「ほっとスペース」
◎終活セミナーなど

子育て支援事業

140,000円（8.9%）
◎トライアングル活動助成金
◎手作りいろいろ教室
◎リフレッシュ事業

法人運営事業

青色防犯パトロール活動

210,512円（13.4%）
◎ホームページ運営費
◎運営事務費 など

令和元年度賛助会費のお願い
桂川町社協　賛助会費納入袋

ご協力ありがとうございます

平成30年度は、皆さまのご理解と
ご協力により、多くの賛助会費を
集めることができました。

役職員一同、
深く感謝申し上げます。
※賛助会費は、
社協収入財源の
1.98%です

　お忙しい中、大変ご迷惑をお掛けし
ますが、隣組長は指定の封筒にお取り
まとめの上、9月30日（月）までに区長
へお渡しいただきますよう、ご協力を
お願いいたします。

団体活動助成事業

会　長　　田　中　光　朗　　　　印

令和元年度　賛　助　会　費

令和元年　　　　月　　　　日

令和元年　　　　月　　　　日

1口
500円

令和元年度
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　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
た
ぼ
う
し
は
、い
つ
も

は
阿
部
さ
ん
の
お
い
し
い
手
料
理
を
夕
食
に

食
べ
て
い
ま
す
。そ
し
て
月
一
回
外
食
も
し
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
で
、買
い
物
に
で
か
け
、い
ろ
い
ろ

な
お
店
で
食
事
を
し
ま
す
。

　今
月
は
桂
川
に
あ
る
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
に

行
き
ま
し
た
。宮
野
さ
ん
は
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
よ
う
で
、何
が
お
す
す
め
か
教
え
て
も
ら

い
み
ん
な
で
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　買
い
物
も
食
事
の
お
店
も
み
な
さ
ん
の
行

き
た
い
と
こ
ろ
に
行
き
ま
す
。い
つ
も
ど
こ
で

食
事
を
す
る
か
は
迷
い
な
が
ら
決
め
る
の
で

す
が
、み
な
さ
ん
い
ろ
ん
な
お
店
を
よ
く
知
っ

て
い
ま
す
。月
一
回
の
外
食
を
み
ん
な
で
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

世
話
人小

山
奈
美

このコーナーでは、町内の施設などを紹介していきます

わ
た
ぼ
う
し
だ
よ
り

　株
式
会
社
カ
イ
ト
は
桂
川
町
を
中
心

に
高
齢
者
福
祉
施
設
を
運
営
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　私
た
ち
は
、

い
つ
で
も

〝
人
〞を
真
ん

中
に
人
間
味

の
あ
る
サ
ー

ビ
ス
と
四
季

を
感
じ
ら
れ

る
人
生
の
お

手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ

お
客
様
に

「
最
高
の
時
間
」を

提
供
し
ま
す

このコーナーでは、町内の施設などを紹介していきます

住宅型有料老人ホームほ た る嘉穂郡桂川町吉隈1200☎0948-65-261050948-65-2810

特定非営利活動
法人 嘉飯山ネ

ットBASARA

グループホーム わた
ぼうし

嘉穂郡桂
川町寿命

143-3

☎0948-2
9-0880

（問い合わ
せは支援セ

ンターBA
SARAまで

）

い
て
お
り
ま
す
。

　弊
社
が
運
営
し
て
い
る「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
ひ
か
り
」「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

あ
か
り
」「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
あ
か
り
」「
高

齢
者
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
と
り
」「
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム
ほ
た
る
」「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
ほ
た
る
」に
加
え
て
、令
和
元
年
7

月
1
日
よ
り「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

い
ろ
り
」「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
ろ
り
」が
新

規
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　い
ず
れ
も
、利
用
者
様
の
皆
様
に
気
配

り
・
目
配
り
・
心
配
り
の
で
き
る
施
設
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。ご
見
学
や
ご
相
談
な

ど
、お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

代
表

　奥
野
敬
之
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　園児や参加者の演芸をみながら、皆さんとおしゃべりを楽し
み、ゆっくりとしたひとときを過ごしませんか？
日　時 10月28日（月）10時30分～13時30分
場　所 住民センター
対象者 桂川町在住で、今年度中に70歳以上になる
 ひとりぐらしの方
参加費 無料
 ※詳細については、担当地区の
 　民生児童委員がご案内します

　福祉部や団体の集まりで活用できるように遊具の楽しみ方や
レクリエーションをみんなで学びます。簡単ですぐにできる内容
ですので、気軽にご参加ください。

令
和
元
年
5
月
1
日
〜
令
和
元
年
7
月
31
日

◉
土
師
一

　飯
田

　照
子
様（
故
夫

　
　健
様
）

　飯
田

　俊
雄
様（
故
妻

　文
子
様
）

◉
土
師
二

　稲
岡
キ
ミ
子
様（
故
夫

　一
得
様
）

◉
土
師
三

　穂
坂

　義
和
様（
故
母

　
　甲
様
）

◉
土
師
五

　田
川

　浩
智
様（
故
父

　
　到
様
）

◉
土
師
六

　足
立
真
由
美
様

　
　（故
母

　久
留
島

　シ
ゲ
子
様
）

◉
土
師
七

　澤
田

　富
子
様（
故
子

　
　清
様
）

◉
土
居
一

　野
上

　一
彦
様（
故
父

　忠
實
様
）

◉
土
居
三

　古
賀

　博
之
様（
故
母
千
鶴
子
様
）

◉
吉
隈
三

　芳
中

　国
春
様（
故
母
三
千
代
様
）

◉
笹
尾
一

　中
川

　敏
晴
様（
故
妻

　玲
子
様
）

◉
笹
尾
ニ

　濱
﨑

　美
幸
様（
祖
母

　博
子
様
）

◉
貴
船

　竹
野
千
恵
子
様（
故
夫

　
　久
様
）

◉
九
郎
丸

　神
﨑

　
　満
様（

　
　惠
喜
子
様
）

香
典
返
し
寄
付
金

問合先 5554-56XAF 1722-56☎ ）内」苑寿桂「ータンセきいきい（ 会議協祉福会社町川桂

福祉のつどい ～ひまわりフェスタ2019～
　楽しい催しが盛りだくさんです。ぜひお越しください。
日　時 9月29日（日） 10時30分～14時頃
場　所 住民センター ふれあい広場
内　容 ボランティア団体や福祉関係施設によるバザー
 体験コーナー、作品展示、ステージ出演、物品販売など
 消費生活センター相談も同時に開催
 ※雨天決行

ひとりぐらし高齢者会食交流会

お知らせお知らせ ◉
第
一
豆
田

　山
下

　
　功
様（
故
母

　須
賀
様
）

◉
寿
命

　村
田

　耕
ニ
様（
故
父

　五
生
様
）

◉
グ
レ
イ
ン
ヒ
ル
ズ

　中
川

　満
雄
様（
故
妻

　和
子
様
）

寄
付
金
合
計 
２
５
１
’０
０
０
円

地域でできるレクリエーション講座

　お子さまをお預かりしている間、日頃できなかった事に・・・
ゆっくり時間を使ってみませんか？
買い物へ、ランチへ・・・。
あなただけの時間を楽しんでみませんか？
日　程 9月11日・10月9日・11月20日・12月11日
 1月 15日・2月12日・3月18日 （すべて水曜日）
時　間 10時30分～13時30分
場　所 いきいきセンター 桂寿苑
定　員 10名（生後3カ月からお預かりします）
託児料 1回100円/人（おやつ代含む）
対　象 桂川町在住の方
㐅　切 実施日の1週間前（余裕があれば当日受付できます）
持参物 お弁当・飲み物・着替え・その他必要な物
託　児 子育て支援Wa-Waが担当

リフレッシュ事業 ～毎月実施～

10月18日（金）

11月14日（木）

12月20日（金）

10時00分～12時

13時30分～15時

10時00分～12時

日　程 時　間 内　　容

社協遊具でのゲーム

健康マージャン（講師：栗木 剛 氏）

レクリエーション（指導：クリップの会）

託児ボランティア養成講座
　託児ボランティア団体の子育て支援「Wa-Wa」と一緒に、子ど
もの見守りや一緒に遊んでいただく、託児ボランティアを養成す
る講座です。資格は特に必要ありません。子育て経験や、ちょっと
した時間を活用して、乳幼児の笑顔に癒されてみませんか？

ご協力お願いします
　プルタブ・ペットボトルのキャップ・ラップの芯・使用
しなくなった眼鏡・部分入歯・リコーダーを集めていま
す。ご自宅で不要の場合は、桂寿苑へお持ちください。

時　間 10時～12時
場　所 いきいきセンター桂寿苑
参加費 無料（託児は要相談）
 ※11月6・20日は動きやすい服装で参加ください
 ※1回だけの参加でも構いません

10月30日（水）
11月  6日（水）
11月20日（水）
11月28日（木）

講演：子どもの現状について
実技：子どものケガと予防と応急処置
実技：子育て支援Ｗａ－Ｗａの活動に参加
実技：スクラップブッキング

日　　程 内　　容

場　所 住民センター
参加費 無料
 ※動きやすい服装で参加ください
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■聞き手
　原口 孝子
　右田 よう子

◎年齢 56歳
◎住所 桂ケ丘
◎趣味 音楽鑑賞・
　　　　美術館めぐり

プロフィール

諫山　郁さん

いさやま かおり

桂ケ丘から元気を発信！！

　地
域
で「
か
つ
ら
カ
フ
ェ
」を
立
ち
上
げ

た
す
ぐ
れ
者
と
聞
い
て
、ど
ん
な
ゴ
ッ
ド

マ
ザ
ー
か
と
思
い
き
や
、ま
だ
少
女
っ
ぽ

さ
も
垣
間
見
え
る
、若
々
し
い
女
性
で
す
。

彼
女
は
ヘ
ル
パ
ー
で
働
い
て
い
た
時
に
、

認
知
症
の
方
に
接
し
、ご
本
人
と
家
族
の

大
変
さ
を
知
り
ま
し
た
。「
認
知
症
ケ
ア
専

門
士
」の
勉
強
を
し
な
が
ら
、病
気
の
対
応

や
ス
ト
レ
ス
発
散
を
地
域
の
中
で
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え
た
そ
う
で
す
。

　現
在
、博
多
ま
で
通
勤
を
し
な
が
ら
、休

日
に「
た
す
け
あ
い
桂
川
」の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
大
活
躍
中
。サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
の

手
順
や
内
容
な
ど
、ま
だ
取
り
組
ん
で
い

な
い
地
域
に
必
見
の
、参
考
に
な
る
お
話

を
た
く
さ
ん
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　前
の
仕
事
を
や
め
て
、次
の
仕
事
に
入
る

時
に
桂
川
で「
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
」が
始
ま

り
ま
し
た
。何
回
か
参
加
し
て
み
て
、飯
塚

や
嘉
麻
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
・・・
。自

分
の
地
域
で
始
め
る
方
が
い
い
と
思
い
、立

ち
上
げ
ま
し
た
。

Q1
「
か
つ
ら
カ
フ
ェ
」を

立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
？

Q3

運
営
方
法
と
、内
容
は
？

○
公
民
館
で
月
一
回

○
土
曜
日
10
時
〜
12
時

○
参
加
費
一
〇
〇
円（
公
民
館
の
使
用
料
を

　免
除
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、こ
の
会

　費
で
運
営
で
き
て
い
ま
す
）

○
お
菓
子
・
飲
物

　（お
茶
、紅
茶
、コ
ー
ヒ
ー
）

※
こ
だ
わ
り
は
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
し
て
い

　た
だ
い
た
、素
敵
な
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
で

飲
み
物
を
お
出
し
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
内
容
は
、基
本
的
に
自
分
で
決
め
て
、案

　内
の
チ
ラ
シ
を
作
り
、全
区
民
に
回
覧

　し
て
い
ま
す
。

○
当
日
は
、60
代
の
ス
タ
ッ
フ
二
、三
人
と

　楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　ド
ラ
イ
ブ
・
旅
行
又
、美
術
館
に
も
行
き

ま
す
。

Q4

息
抜
き
の
方
法
は
？

20
代
頃
で
す
。結
婚
し
て
、子
育
て
し
て

い
た
頃
で
す
。大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、一
生
懸

命
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

Q5

も
し
、若
返
り
が

で
き
た
ら
い
く
つ
頃
？

Q2

立
ち
上
げ
の
方
法
は
？

この社協だよりは、赤い羽根共同募金配分金の一部で作成されています。ご意見・ご要望をお寄せください。
社会福祉法人桂川町社会福祉協議会　TEL(65)2271　FAX(65)4555　　　　　　メールアドレス : fukushi@keisen-shakyo.or.jp

　梅雨は過ぎたが、自然の猛威は、まだ
続く。人間が自然を省みない限り、驚異
は、どんどん身近なものになりつつある。
　雨が降らなければ、水不足。降れば
降ったで災害が起こる。自然を守るため、

私たち一人ひとりに何ができるのだろう。プラスチック
を減らす努力?・ごみの分別の徹底・エアコン温度の設定
等々なのか？
　でも、先進国といわれる日本では、大量消費・大量廃
棄が日常的に行われている。これが回りまわって自分た
ちに、自然の脅威として返ってくるのではないのか。先
進国の「ごみ」は、発展途上国へ持ち込まれ、その国の
自然を破壊する。
　また、自然を破壊された発展途上国では、武力闘争・
食料不足・貧困による学力不足・食を得るために少年が
武器を持つ。それらが負のスパイラルになって、世界に
拡散される。
　これらを考えると、自国だけでは、今の異常気象・事態
を止めることは、出来ないとつくづく思い知らされる昨
今だ。

　あまりの問題の大きさ
に、私の考え・力だけでは、
どうにもならない。でも、
少しでも、自分のできる
ことを一つひとつやって
いきたいと思う。
　…生ある限り…

広報部員 尾﨑 龍司

代
頃
で
す
。結
婚
し
て
、子
育
て
し
て

い
た
頃
で
す
。大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、一
生
懸

　母が6年前、高齢者施設へ入所し、3年前に亡くなりました。
それから、ひとり暮らしをしています。母を頼りに生活してい
た部分を自分で行うようになりましたが、ほとんどの食事はでた部分を自分で行うようになりましたが、ほとんどの食事はで
きあいの総菜やインスタント食品を購入して、済ませていまし
た。母はきれい好きで、きちんと整理整頓をしていましたが、
私にはその分野がどうも苦手で、済ませた食事のトレーや食
品の空き袋が部屋の片隅に取り残されるようになりました。そ
のうち、さらにたくさんの物で畳や床が見えないくらい山積
みとなりました。近所の方々から自宅の片付けを手伝ってくれ
るとの声かけもありましたが、隣組を抜けたことから、その親
切さに甘えることができない気持ちが強く、断りました。
　持病が悪化し、だんだんと歩行が困難になったので、介護保
険の申請を行ったところ、要支援との審査結果通知が届きま
した。自宅を片付けたいという気持ちがあり、桂川町社会福祉
法人連絡会に清掃の協力について相談することになりました。
連絡会の会長は、「相談者の気持ちを尊重し、協力する」との
回答を出してくれました。小雨の降る中、他市の高齢者施設な
どからの応援もあり、20名の方が自宅の片付けを行ってくれ
ました。この日だけでは終わらず、もう一日片付けをしてくれ
ました。
　その後、足の踏み場もなかった部屋は畳の表替えをして、
ベッドが置かれました。これまでは冷蔵庫を使用していません
でしたが、連絡会からリユース品を提供してもらい、食品の保
管もできるようになりました。同じような状況にならないよう、
今後は整理整頓を心掛けていきたいと思います。また、隣組
への加入も考えていきたいです。
　ご協力いただいた皆様に、この場を借りて厚くお礼を伝え
たいです。ありがとうございました。

　ま
ず
、区
長
に
相
談
し
ま
し
た
。そ
し
て

区
の
総
会
で
提
案
し
賛
同
を
得
た
の
で
、

さ
っ
そ
く
近
隣
の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
趣
旨

を
説
明
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
み
ん
な
で
話

し
合
い
を
重
ね
、「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」の

よ
う
な
感
じ
で
始
め
ま
し
た
。

感謝の気持ちでいっぱい

mai
（泉ヶ丘）


